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篠山巾今田町ヒ立杭Id'- 19-V-19961

丹波曲Ill卸町谷川石愈寺7-Vl-19641

篠山市（丹南町）住山 3cl'- 29-V-l叩41

洲本市山良町 1年15-IX-1973笙猛幸一l

II 安乎町 Id'- 23-IX-1973堀田 沢

II 柏原山 菊地宏災
II鮎屋ダム 菊地宏美I

南あわじ市（ヨ原町）成相Id'- 26-VIB-1990菊地宏必'

南あわじ市（南淡町）阿万l i IJ-V-1997藤11- 明l

II II 澳 1か 14-V-1969藤平 明l

1 3 モンキチョウ
(Colias 四te JXJliographys) 

＇

 
一

■ 分布の状況

国外では朝鮮半品、台湾、中国からヨ ー ロッパ、インド、

ヒマラヤ、サハリンなどに広く分布し、国内ではオ頃面§、

本州、 四国、 几州、南西諸島まで広くに分布する。

明治l悴三(1881) 7月、 神戸でW.W. Perryが採集した記録

あり、 おそらく県内での最初の記録と思われる。 県内全

域に分布しており個体数も多い。

・生

牒地、牧場、 河川敷、草原、荒れ地など食草であるマ

メ科の植物が生育する場所であれば、 標面1000mを越え

る山地の草原や荒れ地、海岸に面した草地、市街地周辺

の開発地など多様な環境で見られる。

■ 生態

Eの

成虫は3月下旬頃から11月にかけて年4---5回発生する

第1回の発生のヒ
°
ークは4月下旬、 第2回のヒ

°
ークは6月中

旬でその後は世代が重なりながら発生する。 7月下旬に3

回のヒ
°
ークと思われるものがあり、4回目と5回目の重なっ

たものと思われる個体数のヒ
°
ー クが10月上旬にある。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

（マメ科）ミヤコグサ， シロツメクサ，ヤハズソウ．ムラサキツメクサ，

レンゲソウ， コマツナギ

モンキチョウの周年経過

発生信体数
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モンキチョウ

甲の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（モクセイ科）オオイポク，（リョウプ科）リョウプ，（クマツヅラ科）
ランタナくピンク・橙＞， コパノランタナくビンク＞， （マメ科）

ムラサキツメクサ， ヤマハギ， ツルマメ， レンゲソウ， シロツメ

クサ，ミヤコグサ （ヤマゴポウ科）ヨウシュヤマゴポウ，（キク科）
マリーゴ—Iレド， セイヨウタンポポ， ノアザミ， セイタカアワダチ
ソウ， ヒメジョオン， ヒャクニチソウ， コスモス， アキノキリン

ソウ， シロタエギク，アメリカセンダングサ， センダングサ，ハル

ノノゲシ，ヒヨドリパナ，キツネノマゴ科）キツネノマゴ，（クデ科）
ソパ， （オミナエシ科）オミナエシ

嗚の厳冬期の観察記録】

神戸市西区岩岡町での観察では、200碑三1月29日午後l

疇ぎ、 畑噂噂骰を叫節に飛び、道路法面にとま
った。翅はボロボロであったが気配に敏感に反応し、 不
用意に近づくとすぐに飛び立つ。 とまると体を倒し、折

りたたんだ翅の面が太陽光に直角となる姿勢を保ってい
た。成虫の冬期の記録としては次のものがある。

姫路
市
打越 lex 17-X 0-1978広畑政じ

川西r岡瑯 30-Xll喝籾小坂

神戸市西区岩呻Dex扱齢—1-2000近藤伸一匹

ヤ炉r打匝打ヌ:!i'HM阿ex掛�1-2000迂oiiftjt-:l33

川西市笹部 2HH叩］小坂

【クッカケ型の採集記録】

前翅表の黒帯の中の黄斑が消え、全体が黒色となるクッカケ

咆の記録としては次のものがある。

づ冷父di(関宮叩足坂1か 12·Vll·l988 永幡嘉之410 (写真）

尼崎r�i武！浪之�F.3T IJ 26·1V·1963 渡辺康之838

小野rli下来住町 lif' 26·V·1964 山本広也9

1 4 ツマグロキチョウ
（加r匈e 1 aeta betheseba) 

■ 分布の状況

国外では中国からピルマ、インドまで、 台湾、 フィ
リヒ

°

ン、 オ・ストラリアなどに分布し、 国内では福島県
付近から南に、 四国、 九州、 屋久島、 種子島にかけて

広く分布する。環境省のレッドリストでは絶滅危惧1]
類に選定されている。

県内では全域に広く点在し、 北部、南部とも海岸付近
まで生恥坪螂されている。

佐用郡、 宍粟市から朝来市、 丹波市にいたる県内陸部

に分布の空白域が存在するが、 これらの区域での採集記
録が発表されていないためで、 今後新しい生息封が発見
される可能性は極めて莉い。

阪神地域に分布の集中がみられるが、記録は古いもの

が多く、 ニュータウンの開発などで消滅した産地が多い。

神戸市灘区では19W百tは山麓部で普通に見られたが、

最近の記録はない。芦屋市吋？は198吟珀訓半までは海岸

線から山中まで広範囲に記録はあったが、 その後ほとん

ど見られなくなっt.:o

・生

胃

食餌植物のカワラケツメイが生育する明るい草地に生

息し、 集落周辺の草地、 田畑の畦、荒れ地、 河川敷など

で見られる。県北部但馬て1本放牧地芍災地、スキ枯｝で

大発生することがある。 垂直分布は標麻200m以下の低

地が中心となっている。但煕でぱ双）m付近の草原まで分

布を広げているが、海岸付近にも分布する。

本種は発生揚所では個体数が多いところもあるので、

普通種のように扱われる傾向にあるが、 発生地の数ば恨

らねま足聰地渾依数は年々減少している。

■ 生態

hの

5月中旬~11月にかけて年3----4回程度発生する

越冬した成虫は3月から見られ、 個体数は4月下句に多

くなる。 第1回目の発生は5月中句頃からであるが個体数

は少ない。 第2同目は7月中旬ごろが多く、 その後だらだ
らと発生が続き、9月下旬から10月上旬にかけてがヒ°ーク

となる。

写其は fRATS国E 17 (3) から転写
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ツマグロキチョウ

凡 例

空△ 山(1000ml紀 m

京都府

和歌山県

ツマグロキチョウの県内分布

標高

1000m以上

900-lOOOm

800-900m

700-BOOm

600-700m

500-600m

400-500m

300-400m

200-300m

100-200m

0-lOOm I! 

゜ 10 20 30 心 50 
箇所数

ツマグロキチョウの垂直分布

本種の季節型に-:,1,, \-"(の研究報告として長谷川)I蔚—

(1988)がある。 これによると本種の犯司反応は14呵閉が

臨界日長で、 日の出から日の入りまでの時間に日の出 n

の入り前後の各々30分計1時間をプラスして14時間にな

るの虚月の中旬で、 8月の下旬以降に発生する個体l胡火

型になる。 そして、 20℃の低温でも15時間日長でばすべ

て夏型になることをつきとめている。本種の県内におけ

る季節型・季節変動など生活環については今後の課題で

ある。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物はカワラケツメイだけであ

る

佳の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（クマッズラ科）コバノランタナくビンク＞，（マメ科）ヤマハギ， カ

ワラケツメイ， シロツメクサ，（キク科）ヒメジョオン，アメリカセン

ダングサ，

そび也で牛糞の吸汁が確認されている

■ 採集記録

川西市平野 lc:l'02-Vl-1976山本瑕

II 黒川傍罹皿） 29-IX-1976仲1.a元茫

II 束畦野観察 20-VJl-1981 II 2 

JI 笹部 7cxs 02-X-1985麻腕部評

JI 郷 28-X-1979仲田元犯

JI 人手11 29-N-1981 11 2

II 多田院 JO-IX-1965小坂和9評

II 西多III 19-IX-1965小坂卵抒

JI 一の鳥居 tc:l' 19-IX-1948古ぢ硝即

猪名川町上阿古谷30'23-IX-1972長沼二郎2

JI 槻並（＝点Ji) 03-X-1976仲田元佗

JI 猪 20'25-IV-1979山本瑕

JI 柏原い浬仙） 2-1-IX-1979仲田元犯

I

I

I

I

 

内馬届

栃原ひ谷）

12-IV-1981小坂卵汗

23-IX-1988小坂印序

三lllrl'ii藍本 ） 5?- 23-VDf-1'570麻揺邦明2

II 上相野3ci"35?- 17-Vll-1977淵麒孵

屯塚I打情荒神 35?- 22-IV-1978木村雅哭

II 大暉 lex(H) 、1 5-IV-1978打：降史

II 切�n
II 西部
II 呑令新田

10-X-1齊

12-IX-1'5192 

24-IX 19呼
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ツマグロキチョウの周年経過
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ツマグロキチョウ

硲di/\/朗防l謝却EX

石原
訟

妙見lex

叙rl1 (f謳町）癖lei'

束l早

駆保lふ

}}I狛・ 2d"'2年

27-X-2001近渕,1, -

23-IX-2001近涵lll
4-X-2001近帥忙

6-X-2001西渕lp-
12-JX-1986近藤伸→

'l:1-VJ-1979広畑政匹

07-VDl-1967宮武 2 
15-VIJ--1980悩井丈野

轟 2ef' ぽXI-1980木下究呼

叙,Ii"人歴町若杉2ぬ年 ll-V-1975 Ji;:, 畑攻匹

杉rr孤i2c1'2早29-IX-1991近藤伸一

朝来市生野町栃原lei' 13-VIl-1967尾崎勇P

洲固甲tf. lef'll-VIJ--1966製隋如

淡路rli (t認町）大町I -9- 02-X-1964登n郎班
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1 5 キチョウ
(Eurema hecabe hecabe) 

． 
国外では東洋熱帯地域に広く分布し、 国内では束北地

方から八重山諸島まで広く分布する。

県内では全域に広く分布し、 個体数も多い。

・生

平地から山地にかけて広く分布する。煤耕地、河川敷、
渓流沿いの道などでは特に多く見られるが、環境に対す

る適応力は県内に生息する蝶の中でも最大で、市街地を

含めてあらゆる環境で見られる。

■ 

分布の状況

生態

碑の発生状況】

6月中旬~11月にかけて年5回程度発生する。

越冬成虫が2月下旬から見られ、気温の上昇とともに見

られる個体数は増加し、4月下旬がヒ
°
ー クとなる。

第1回の成虫Iお月上旬からあらわれ、中旬がピークとな

る。 第2回は1月中旬から発生する。
その後は、 第3回力も月上旬頃に、第4回が9月上旬頃、

第5回は10月上旬頃に発生するようであるが、夏から秋に

移るに従って世代は重なり、 個体数も増加して、10月上

旬に個体数は最大となり12月中旬まで見られる。
牛党で吸汁するツマグロキチョウ
198岬8月2711 没父市硲畑

キチョウの周年経過

発生鱈体数
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キチョウ

ほ注時期と季節型の関係】

力鳴議臣(1986)によN:f、 幼虫を16時間の長日日長の

もとで飼育をすると、飼育のいかんを問わず100%夏型が

発生する。しかし、短日日長のもとでは飼育温度の高低

が秋型の出現率に影響を及ぽし、21℃~25℃で60%~7

0%、26℃~31℃で四Oo/�邸出現し、温度が低いほど

秋型の出現率が庫くなることをつきとめている。そして、

気温が20℃以下になり短日条件になる10月中旬ごろがそ

の分かれ目になるのではないかと推測している。

また、25°Cの条件下でもメスは短日日長に反応して秋

型を生じるが、 オスは夏型になってしまうようで、オス

は短日日長に対する反応が弱く、メスより夏型を生じや

すい。その夏型の中に中間型が発生するようである。中

間型はオスでは多く見られるがメスには中間型がないの

はそのためで、 オスとメスでは光周反応の違いがあるよ

うである。

和寸三郎氏(1981)の姫路市夢前町を中心とした県内の

調査では、 表1のとおり1月から5月までばすべて秋型で、

6月上旬に中「雌堕、夏型の第1化が発生、7月中旬からの第

2化は全て史堕、8月からの第砒は前判辻紺北かり目につ

き、雌噂生は下旬となる。9月上旬は第砒の傷ん氾堆

と4ヒの雄が同時に見られる。9月は夏型、中r涅型、秋型

が見られる。

第訛窃生JjJQ月以降て新鮮滋虚と、傷んだ砒と

思われる夏型が混飛する。

まt::J.罪fでは即のとおり、第北を確認している。

表1 時期別季節型別 一覧表

\、 1 2 3 4 5 6 7 B ， 10 11 12 

夏 cl ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 27 45 38 180 13 2 1 

型 早0 ゜ ゜ ゜ ゜ 4 22 18 4 ゜ ゜ ゜

中 a ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 6 ゜ 1 12 1 ゜ ゜

間 年。 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜

秋 d' 1 2 11 25 21 2 ゜ ゜ 10 25 12 8 

型 早0 ゜ ， 13 L ゜ ゜ ゜ 28 6 5 2 

木村三郎(1981)

62 

表2発生時期別の 飼育経過表

月 産 孵 蛹 羽 食 卵 幼 蛹 産卵

卵 化 化 化 虫 から

日 日 日 日 日 草 期 期 期 羽化

間 間 間 日数

l化 月

目 日 飼育出来ず

2化 月 6 6 6 7 払

目 日 17 19 30 6 ／キ 2 11 6 19 

3化 月 7 7 7 7 払

目 日 8 10 19 24 Jキ 2 ， 5 16 

Mヒ 月 7 8 8 8 ｝卜
合

目 日 29 1 15 21 Iギ 3 14 6 23 

引ヒ 月 8 8 ， ， メト
さ

目 日 27 30 17 25 匹· 3 18 8 29 

針ヒ 月 ， 10 10 11 匹中

目 日 29 3 30 15 類 4 27 17+a 48+a 

木村三郎(1981)から作成

四の兄】

田中梓氏の1978年2月27日神戸市北区の観察によると、

越冬成虫は、崩れ落ちた崖ふちのくぽみのむき出しにな

っている木の根につかまっており、翅をつかんで引っ張

ると足をパッと広げた，足先がかすかにふるえており、

もとの根に足を当てると紙ばさみで紙を閉じるようにか

ちりと根をつかんだとのことである。まt埠終揚所の観

察記録としては次のものがある。

・サザンカの茂みの中（木村）

・物置小屋の中（木村）

・オサムシ掘りで土の中から（稲田和久）

・ ススキの根元（家永善文）

崖ふちのくぽみ麻峡艮（田中梓）

【交尾】

和疇(1981)によると、如翻朗膨式としては

← 8'-+約沌例、←阜＋あが1例があり、そq也にも

← 8'-+靭の観察例があり、キチョウの交尾飛翔形式は

← d"+約が主流のようである。

ま杞毯冬前の交尾例としては、史型令屯型早力屯例、

中間型d'-tc秋型年が1例木村氏が観察している。その他に

吉(1954)によると10月27日に越冬前の交尾が観察

されている。



キチョウ

国涸】

木村三郎(1981)によると、雌は1卵産んですぐに場所を
変え、2卵続けての産卵の観察は1回だけであっt� 同じ
木にfお卵程度産むと次の木に移ってしまう。またほとん
どは葉表に産卵する。

珍しい産卵例としては、姫路市安富町三坂で1981年11
月15日に秋型の年の産卵を同氏が確認している。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。
（マメ科）メドハギ，ネムノキ，シロツメクサ，フサアカジャ， ニセア

カシャ，カワラケツメイ

【発生明絹と食車D関係】

越冬型の雌四月下旬頃ネコハギとヤハズソウに産卵、
5月からハギ類やネムノキが新芽を出し、2化目の食草は
ほとんどがネムノキ、一部メドハギ、引ヒはメドハギ、ク
サネム、ネムノキ、4ヒはネムノキ、メドハギ、ネコハギ、
8月にはメドハギには幼虫が多数見られるが、ネムノキか
らはな四滉られない。 利ヒ目はメドハギとハギであっ
た。

表3発生晴と食醐勁との関係

HゆIギ他

3 
I 1 11

5 
1

6 
1 

7 8 9 10 11 12 

叫ゆIキ
3化外う'4-. 他

14ft;iド,xt,ゞ他
I I 

51� トうギ他
木村三郎(1981)から作成

年の吸蜜植物】
県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。
（そクセイ科）オオイポタ， （バラ科）ヘビイチゴ、 キンミズヒキ，

(1V: が荊ランタナ<t
・

ンク・�. (マ｝筍コメップウマゴヤシ， ヤハ

ズソウ，ヤマハギ， ツルマメ， ハギ， クララ， カラスノエンドウ，

ヌスピトハギ， ネコハギ， メドハギ， クズ， カワラケツメイ， レ

ンゲソウ，（キク粉ヨメナ， セイヨウタZ怜:r-, アメリカセンダング

北アキノノゲシ， アザミ類ノジギク， ルドペキア， キク， ホ

ソパヒャクニチ，セイタカアワダチソウ，ヒメジョオン， マリーゴ—

ルド，センダングサ，（シ1粉ウッポグサ， ホトケノザ， プ/I,,-サルピ

ア， （スミ嘩スミレ凱 ニオイスミレ， タチッポスミレ

(77''j-J筍イヌガラシ'('jデ粉イヌタデ， ソパ，(ti,ヽ
・ コ筍オオパコ，

（コ・ マ)Iツ・料）ォフすイヌノフグリ， 依ヘ
・

リ巳筍スペリヒユ， （う冴）キン

ラン， ネジバナ， 切Iヽ
・

ミ粉ムラサキカクパミ（サクうソり筍オカトラノ

オ，（沙消）イヌザンショウ（ユキノシタ扮ウツギ

その他で獣糞と堆肥での吸汁が観察されている。

四

姫路市青山産の幼虫（メドハギで飼育）から1981年9月1
4日寄生バエ（ノコギリハリバエ Compsilura concinna 
ta Meigen) 198岬10月15日にも寄生バエ（シロオビハリ

ノtこ Succinglum yransuitatum Pandelle)が発生し
た。 コマユバチの寄生を受けている個体を多数観察され
ている。

■ 雌雄型の記録

雌雄の斑紋がモザイク状lゴよっているもの
姫路市西蒲田

相生市小河

23-VI-1981 オヰ寸三郎

15-IX-1977 入iD蛛（写其）

ヽ ヽ

左右力唄全:f:J鯉む漬皇しているもの
相生市矢野町小河 15-IX-1977 入江照犬

姫路市安宮町三坂 23-Vl-1981 木村ヨ謂

佐川町福沢栗園 1-VII-1979 相坂耕作

猪名川町上阿古谷 5-VI-1983 手塚 浩

姫路市西蒲Ill 14-Vl-1982 和坂耕作（写兵）

F
＼
 

ヽ

＇

 
｀ こ一

ー
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スジポソヤマキチョウ

1 6 スジポソヤマキチョウ
(Gonepteryx aspasia niphonic.a) 

■ 分布の状況
国外では朝鮮半島、中国、アムール、ウスリ ーに分布

し、国内では本州の千菓県を除く全域と四国に分布す
る。 九州にも分布していたが近年採集記録がない。

兵庫県版レッドデータ ープックでは要注目種に選定
されている。

【県内の分布の概要】
県内の最初の記録は、1907年にヤマキチョウの名で

佐用郡下から得られたとの報告がある（山本1971)。
県内の的数力所で本種が採集及び目撃されている。

その分布域は川西市、猪名川町など県内南東部の限ら
れた地域と、上郡町から佐用町にかけての南西部、そ
して豊岡市、豊岡市 n 祁町、新温泉町（温泉町）、香美
町村岡区（村岡町） など北部の地域から多くの記録が
報告されている。

しかし、 西脇市など束播磨地域、丹波地域、宍粟市
山崎町から投父市（姿父町）にかけての中部地域からの
採集記録は少ない。

南限の記録は六甲山系と赤穂市尾崎であるが、共に
最近の記録はみられず、定符していない可能性が麻い。

丹波の記録
丹波地域からは丹波昆虫同好会(1957)に本種が記録

されており、「3月下句から出現し年1回の発生」と記
述されている。 篠山市（西紀町）束木ノ部しか記録は
ないが、他にも生息しているものと思われる。

六甲山系の記録
神戸市山の街、摩耶山又は六甲山で採集記録があり、

摩耶山、六甲山の記録は兵庫県立神戸莉校生物研究会
の会誌MAIMAIに六甲山、摩耶山の蝶として発表され
ている。 報告者は「六甲山系での記録は多いがまだお
目にかかったことはない」としている。

山本(1971)によると六甲山からは未知となっており、
その後箪者の知る限りでは生息が確認されたという話
は聞かない。

新産地の可能性
食樹のコバノクロウメモドキが群生しているところ

は少ないが、県内に比較的広く分布しており、これま
で採集記録のない地域からも食樹の生育が知られてい

スジポソヤマキチョウの県内分布

標高

1000m以上
900-1000m

800-900m
700-SOOm
600-700m
500-600m
400-500m
300-400m
200-300m
100-200m

0-100m ,

゜ 5
 

10 15 20 

箇所数

スジポソヤマキチョウの垂直分布
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スジポソヤマキチョウ

るので、本種が生息していても不思議ではなく、 今後

の調査で新産地が発見できるはずである。

■ 生息地の現況

本種の生息環境は、食餌植物であるクロウメモドキ

類が生育する渓流沿いの雑木林とその周辺が中心とな

るが、 雑木林から離れた耕作地周辺、草原や山頂付近

でも成虫は見られ、かなり広い生活範囲をもっている。

垂直分布は赤穂市尾崎や豊岡市栃江、 宮井、佐用町

（上月町）上秋里など標高100m前後の低山地から、氷ノ

山や扇ノ山のように、 1000mを越す山地まで見られる

が、 100,..__,300rnにかけての生息地が分布の中心となっ

ている。但馬では海岸近くの林でも見られる。

とがある。本種は飛翔力も強く移動は容易であると考

えられるので、 真夏には低山地から涼しい山地に、 秋

には逆に山地から低山地に移動する個体があるのでは

ないかと思い、 下図の通り月別、 標高別の採集件数の

グラフを作成した。 この図を見る限り水平方向への移

動はともかくとして季節による垂直方向への移動を決

定づけるものは見あたらない。
し力礼養父市八鹿町での2001 年の観察では、 妙見山

麗標高400mの渓流沿いの山道で、4月からJV-トセンサ

スを行い、 産卵時期から羽化時期にあたる夏まで成虫

の姿は全く見られなかったが、9月下旬から突然多数の

個体を見るようになった。 この地点の上流から（標高

800m地点で7月に成虫を確認している）移動してきた

ものと思われる。

スジポソヤマキの月別、標高別の採集件数

■ 生態

年の発生と休眠について】
成虫は越冬後低山地では3月中旬ごろからあらわれ、

5月まで越冬個体が見られる。越冬個体については多数

の褐色の小斑点で翅がよごれていることが知られてい

るが、 越冬についての調査も今後の課題である。

低地での新成虫の発生は6月の中旬からで、 下旬に

は個｛材改はヒ·-クとなり、 7月上旬ごろまで活動する。

その後9月中旬ごろまでは見られる個体は少なく、その

間の成虫の状況についの報告はないが、 夏眠している

ものと考えられている。（表2)

山地では4月中旬ごろ越冬個体があらわれ、5月上旬

ごろまで見られる。新成虫の発生は6月中旬ごろからに

なり発生後夏眠することなく7月 ~10月上旬ごろまで

活動するものと思われる。（表1)

福田 (1975) によると越冬後の個体に見られる裏面の

そばかず状のしみが、 低山地の秋の個体の裏面にはす

でに認められ、 山地の秋の個体にはしみが見られない

ことから、 低山地では夏眠によってしみがつき、 山地

では夏眠をしないのでつかないとされている。 9 
県内の場合しみの確認はできていないが、 低山地で h

は7月下旬~8月の活動が確認されていないこと、 山地

への季節移動が確認されていないことから夏眠してい

ることは疑いない。

年の】

成虫は山地の路傍で吸水したり、 草原や渓流沿いの
花に飛来する。 発生直後は食樹のクロウメモドキのあ

る林地内で10数頭が群飛する姿をしばしば目撃するこ

(m) 

1000 ．． 

900 ． ．  

． ． ．． 

800 

700
j 

．． • 一•
600 ． 

． ．． 

． ．． 

500 ． ．． ． ．． 一 ． 400 ·- ••• 

... . 

300 . - . ． ．． ． 
． ． ー・ ・200 ．．．．． 

一 ．．． 

.. ． 100 ． .. 
． 

3 4 5 6 7 

表1 山地における月別採集数

·-

．

 

． 

一
―• 

ー••一•一
• •• 

- .

8 9 10 (月）

月 I J 4
 

5
 

6 7 I e I 9 I 1 o 

字誓 唱
表2 低山地における月別採集数
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スジポソヤマキチョウ

【交尾】

次の通り越冬後の交尾が確認されている

豊岡市下酸井（交尾確認⑫ 29- III- l 975 足立恕J,."

u碑】

産g印封月は香美町香住区（香住町）三川で4月上旬に観

察されているが、4月中～下句にかけて行われるのを多く

疇している。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

（クロウメモドキ科）コパノクロウメモドキ

嘩の吸蜜植物】

県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（リンドウ科）リンドウ，（サクラソウ科）オカトラノオ，（オミナエ

シ科）オトコエシ， （タデ科）ソパ，（ヒユ科）ケイトウ，（キク科）

ヨシノアザミ， アザミ， ツワプキ， オタカラコウ

■ 採集記録

川西rli黒川⑭少見師沿
Iii 

Io'l.f?. 研X-1993人束康人
1e 

II 笹部 ー 18-X-1981仲田元兆

II 多田”

16 

猪川町且I胡谷1年26-lll-1986限田
II 三f,111J - 23-IX-ICJ72小坂和W1

II ,+.;fl化ヒ 4か 25-IX-1� 仰

II 槻•lE - 15-IY ICJ79小坂禾l即

16 

16 

16 

II 梱J;l 30 VI I勁小駆IJlJ]
16 

II 民111 10r1'3'? 21-V 1981 

II ヤl峠 3r1'2'? 9 X 1勁鍋印iJll拘
16 

神） ;, 憚碑111. 六咄11
16 

II 北rx111の街1ri' 23-IX 1952 /J!W柑訟

西脇LILLL合 ― - 19f1'1鴻叩｝
16 

多njlll功咲IX:U1n.:t湿0」司岳 lrl' 15 X 1959藤賀祁,�
16 

屈崎町七種山 森F岬
16 

.Pl�PjlBf因哨澤n峠1J1 18' 23 vn 1962府村巌

たつのditi袷町l即爪 I!?- 23-Vl 1981店」詳ふ

II II ド筋原lか (II) 3-X 2002月Hi准一

II II fりfC!.lc:i' 15 X 2002店l罪••

II II 光都I!?- (11) 24-X 2002肝且准一
16 

姫路di"'.女如璃 ＾利二郎
｀ 

II II l}g 1年 15 Vll-1962 J匹勇
16 

宍幽Ii波鉗町水谷

II II 道谷

lei' 20 Vll-1986 ....:、宗珈

Jci'Ji 3-X-1982広諏じ
16 

｀ 

II II 汗水 2か 28-IX 1961届埼勇
16 

II II 原 相財乍
16 

II II 赤西涙谷ー 花描l 正
16 

グ環r町稗鳴課 lr:f' 12-VD-1981広巳
15 

相生市三浜山4ci'I f? 28-VD-196.5米村和繁
18 

I'f &-IX-1963北条
16 

,� lc:l' 30-01-1963岩村巌
16 

II 人本杉野 1? 3-X-1966米村
16 

＂ 官協 (if' 30-IX-1975相坂耕作
10 

II 鞍居 29 01-1963石垣
16 

＂ r暉.111 I'? 8-X 1961 illl'!ffd二
16 

II 人呪浪谷l<f"I.? 11-X 1993大皿臥

スジポソヤマキチョウの周年経過
発生●体数

60 

50 

40 

30 

20 

10 

゜

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
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16 

はlf9Bf限ィi - 札1剖正
Iii 

佐川町lこ石井 2a' 16-VI 1974森Fぷ治
16 

II 下石井 2か 16-Vl-1974広諏ビ
15 

II ぷ洲 2か 22-VJ-I函 II
16 

// 1り沐 lo' 23-VI-196.1岩村巌

II 日名介1國I$?- 14一Vlr-1969尾蛉勇
16 

II海内 一 ー mrn 収

Iii 

16 

佐川町（三n月町)k畑 1i II X-1995 J.'_f--け乍
16 

佐川町(l:J1町）久崎 1か 16 VJ-1962岩村巌
16 

II 西新布 la' 25-IX-1995莉品昭
16 

II 因畑2d砕 24-VI 1984墨谷
16 

II -成11 - 19-VJ-1984竹内托
16 

II 櫛ID 卵 花岡正

割市伊賀谷

II 栃江

II 妙楽寺

II 宮）F

II赤

II 下F

II 三餅！山

lrl'- 15-X-1989宮垣
＂ 

16 

）か

Id' 

2-X-1991 11 
15 

2-X-1978木下宍司
I& 

浮 M-JV l潤0木下ftri]
I& 

2d' 17-X 1983前哨暉

X I暉足立卸炉

3-N-1973遠藤知二印

呻1即拓町火休ノ池IJIふI-VII l'im木下百司
16 

16 

割I巾城崎町来11 Id'19-Vl-1切5木下宍司
16 

II II 来田和llffl2d' 2 rx-1� 木t�.,J
16 

t胴,iii]碍叩1鍋.LJIか（扱） 21-VI 1991木内を司
16 

II II 二川山頂l:ld' 6-V -1995人竹院朋
18 

II II 鉛谷 I <? 25--VI-I 963木澤司
18 

II II栃 Id' カ VI I蜘福井丈嗣
16 

II II 名色休道 I'? 痴\111-1985木門t司
16 

II II 足IIIJ Iか 28 VI 1963木門知司
18 

II II 和駕践谷琲 25--IV-1982広畑政巳

II II欠 IかX 1973中野距
16 

II II年m

II II 稲菜 lcxi様�5-X 200'2 近藤伸一
16 

香必町香住区（香J�lrl) :JII I? (IJ)S--IV-1994永幡屈之
18 

香J...郡H翫伐）J町）霞品<? 21-N-1992油駆之
18 

II II 氷ノtll Id' 4 Vlll-1946山本
16 

II II 備 1か 30 rx 1995水幡屈之
16 

呑必町枡MJ[x. (村岡叩耀山Id'7 Vll-1981紙｝以jj,,J
｀ 

II II 大笹 2d' 3-\111-1984木下賛司
16 

II II 兎斑邸l - I-VII-I勁竹内托
16 

II II 利M心 1か 18 Vl-1992水幅屈之
16 

II II ヤl板 lか 16-N 1993水幡屈之
16 

II II 村岡 ld'(ll) 19 !X 1993水幅1位
＆ 

II II 野間峠 Id' 7 VII 2001山IMJ万メ｝犬
16 

新泣泉
町

（浜坂的城Ir lex. 9-\111-1986叫,,和之
16 

II II 久斗tlr Id'(II) 3 JV-1993水幡屈之
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16 

" " 硲 lci"(fl) 19-IV-1993水幡屈之
16 

新温泉町(tQJ礼町） I-JI1r11源 I.!?- 29-Vl 1991水幡屈之
15 

II II 文原 lex. 4-Vll-1981烈）l'fl立�

I ＇ II 畑ヶ·¥20'1年
15 

JI-VI-I勁1i1J'fl照雄
15 

II II 蒲生峠 lex. 16-Vl-198.'5県）「和之
16 

II II 粉ヶ滝

II II籾も

Id" 29-IV-1992油揺之
15 

Id" 18-IV-1992ノ�恥:,之
16 

II II 屈ノIJJ/Jヽヅッコlo"l f?-カ-VII-I匁2永幡嘉之
16 

II II 後山 I a'00) 20-IX-I 993水幡品之
16 

II II 丹」： lo"(扱） 21-X-1993水幡｛之
I& 

II II 伊角 Jo"{n) 20-IV-1993水幡加之
16 

II II 牛が約J II I lf!i I Si- (II) 20-IV 1993永幡嘉之
16 

II II 越坂 I Si (11) ⑳ IV-1993水幡嘉之
16 

II II 内山 lo"(ll) 18-llJ-1994ノ灼猷佐之
16 

II II I谷 l'? (11) 18-IIJ-1994水幡屁之
16 

朝来市和Ill山町1滋 lex. 30-ill-1984 iJ蛉
16 

朝来rli生野町柳�itロッジlo" 18-Vl-1963西村

叙rn}嘩吃視 l O' 28-VII 200 I森II紀

II II 石Jj;( 60' 23-IX-2001近藤伸—
16 

姿父rli (00渾n 杉ヶ沢麻原lo" 26-Vl I叩Ji;:,頃攻じ
16 

II II鉢伏山— 5-VIJ--1981竹内托
16 

II II 氷ノ11凍暉lぷ近Vll-19861油脳之

II II 岱畑 lex 4-X-� 
16 

雑111,li (JlG: 淑罰n 東木ノ部 壇野薫

麟市日高町稲葉2002年10月5日撮影



ェゾスジグロシロチョウ

1 7　工ゾスジグロシロチョウ
(ルt閣ラ元1寄卸I )

獲　分布の状況

国外では朝鮮、中国からヒマラヤ、ヨーログヾ、北米

大陸に分布し、国内では北海道、本州、四国、九州に

分布する。

県内では淡路島から日本海まで全域にかけて点在す

るが局地的である。

兵庫県版レッドデーダーブックでは要調査種に選定

されている。

書　生息環境

生息地はハクサンハタザオが群生する山間部や田畑

周辺の林縁、河川や渓流沿いの空き地などでよく見ら

れる。

スジグロシロチョウの生息地と比較しても際だった

特徴はないが、スジグロシロチョウの分布が標高400

m以上でも多いのに対し、本種の生息地は400mまでの

低地に多いことはハクサンハタザオの分布と関連があ

りそうである。

ハクサンハタザオの分布が県内では局地的であり、

標高が高くなるに従い更に局地的になることと、本種

の局地性は関係があると見られている。

西脇市では田畑周辺の林縁で見られ、福崎町新と市

川町小室、神河町(大河内叩渕では、市川の河川敷に

生息し、新温泉町(浜坂町)城山では海に画した場所に

生息している。ハクサンハタザオが分布する市川流域

を丹念に調べれば多くの産地が発見されると思われる。

臆　生態

職虫の発生回数】
3月下旬から、 10月下旬まで見られる。年3へ4回程

度発生するものと思われる。

第1回は3月下旬から発生し、 4月中旬から5月上旬に

かけて長い期間のビクがみられる。第2回は6月上旬か

ら始まり6月下旬から7月上旬頃にピクがみられる。

第3回は8月上旬がビクで以降は9月下旬に小さなピ
ークがあり、 10月上旬ごろまで見られる。第1回の発生

期間が長期に及ぶため、 2回の発生以降に世代の重複が

見られ、一部は4回発生している可能性が高い
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エゾスジグロシロチョウ

【スジグロシロチョウとq鄭和

兵庫県に近接した大阪府箕面市止々呂美地区では上
止々呂美の谷筋ではエゾスジグロシロチョウが下止々
呂美でスジグロシロチョウが生息し、 ここでは棲み分
けがなされているようである竺

木下修一(1997)によると、 川西市黒川では夏に見ら
れる個体はほぽエゾスジグロシロチョウであったが、
秋には傷んだエゾスジグロシロチョウと新鮮なスジグ

ロシロチョウが見られることから、 発生時期が異なる
ものの両種は混棲している。

【個体数が少ない地域】
本種の分布に局地性が見られるが、 一般に食草のあ

る場所では個体数が多い。 しかし成虫の記録のある場
所で、 普段はほとんど見られない産地も多く、 芦屋市
では西隆広氏の197碑三代から2000年の間の調査で、
調査中は常に本種を注意していたにもかかわらず1983
年6月に採集されたかが唯一の記録である。

福崎町新、 市川町小室では河川敷に本種のみが生息
しているが、 福崎新では河川敷がグランドに造成され
生息地環境がなくなった。

【幼虫の食餌植物】
県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

福崎町、猪名川町ではハクサンハタザオだけであるが、
新温泉町（浜坂町）ではハマハタザオが食草になってい
る。

なお鳥取県東部海岸でも食草はハマハタザオであ
る珈

直の吸蜜植物】
県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（パラ科）スモモ、（アプラナ科）ハクサンハタザオ

■ 採集記録

川西市恋祁 26-JV-1'570仲田元知°

II 花折橋 la'20--Vl-1971 n 下部真雄秤
II ゴルフ橋～西畦野1ふ珊1964暉i勇510

II 移瀬～虫1早 )7-IV-1962 II 510 

II -Jill lei>.]年26-VIl-I 966厖rm信徊°

II -<T)、虚 1年23-N-1972 n 百碩賦゜

II函
II 黒II傍流困り

猪名川町罵届
II 内篤

194 

23-N-1978小坂和J月
29-[X-1976仲Ill元託

8-V厨1976仲田元亮叩
194 

12-IVー1981小坂和朗
＂ 広瀬 18'1年5-V-1961日 nli 勇510

＂ 鎌 Jか25-Vl-l勁森地前博＂
＂ ボI咋 Id' 5-V卜）勁 II ” 

l!>I 

II 躙 力—Vl-1970 ,J癖IJl]J
’’’ 

II 錮LI 2-IX-lrrt2 II
ll>I 

＂ 肝川 )-VII-)勁 II 
191 

II 情水南田原 13-IV-1989 II 
II 上阿占谷’（三が山）23-VJ-1'573勝屋泊l

宝塚市宝山寺 lei'21-IV-1968宮武頼夫m
II 武田尾 lrl'IHV-1981西隆,:1;;10

芦屋rli三条瞼lJ lei'18-Vl-1983西隆広
尉I

西宮市塩瀬町木之元 lei' 4·Vl·2000法西 浩

エゾスジグ ロシロチ ョウの周年経過
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エゾスジグロシロチョウ

［神戸rli]

II 摩耶

II イf.lJ�

1工

)�In, 庫: (Artogeia melete) 

1 8 スジグロシロチョウ

IJ:》

六1[11111: 18' 25 VII 1951 ,1瘍碑雄

束灘区御影町 18' 'l:/-Vl 1953 11 

51D
中央区再度谷 18'反型 ー1962 1卯澗三

712 

II 諏訪11 18'12 VII 1993山岡万力夫

加古川市友沢1年（羽｛り25-lll 1959中谷貨が”

西脇'11.ff村 ］か14-IV 1973木�→ II® 

II t」I合 I? 13-JV 1978 Jf:Jt.f 刃戸
II 'l項f Id' 

嘔rli!l.しIIU!:1!111"隙

多 11J1Bflll区（中町）安坂

姫路1 喝加疇
II II 'j彦111

VI 1980村田炉”

I<? 1&-IV-1976森下媒舒
514 

1か17-IV-1982広畑政巳

lか 9-V-1979相坂tJt-WlO

lo'4 V-1972木nも 1評

-Flr/PjlDf碩内町）涼28'29-IV-l匈 II 5:11 

II II 川I: )if 5-V-1980 II SlO 

di川町小室 lc:l'I年 3-V 1981 11 四

II 千i

H,'枇涸fl[蛉
II 大和U

10'18-IV-1999 11 

ぉ、 28-JV-1982石井忍人5J8

Iふ 6-IV-1975 11 鵡

II 新 1か 4-VI 1975 11 a:o 

宍粟t了一宮町J:!lfUI Jcf' 15-IX-1978広叩攻巳血

柳tdiゴ塁Ill Iふ 29-V 1978人i且阻ぷ即

佐I]町（上月町）上秋'It Id'1'1-V曰980西陥l氏n

佐川町水根～海内

割M)rl;n紺認l早 20-Vll-2001山岡ガ1砂ミ

函I面郭咽齢‘国Id'30-\111-1源）木隈呼°

lliMJ,fil I甜町金山Jcf' I VIJ-1978木澤司;10

蹄脳町（諏n私尾這 Id' 1囁1962筒Jrio

II II 城,1, Jか23 VI-2001近藤伸一

II II 釜屋 竹内托
II II M官 Id' 19-IV-199'2水幡善之511

叙1臥渥印晦1 Id' 1 V-1980木環守°

II II 店杉 I� 12--V 1973尾崎勇匹

鰍di牛野町） I l!Ji. IふIf?. 16 \11--1976木 rn司�o

II II 奥銀谷 1ふ 4 VH979戸Ill智そ匹

II II 栃トンネI濯)I ? 3 VBJ-196.1 11浦舒10

f成li11ft.tllll湘辻lふ匹IV-I如J,i;.;肌攻巳”

淡路di (北淡町） i瑾lcf'If? 1'1-VIJ 1961匹!fJ!IXl

II II 11\袴湖ll Id' 19-VDl-1970登11)-[9リy;10

淡路"j (fft4',1B I) f/c!rf陳隆、ヤId'!'fII V 1980広叩攻じ510

■ 分布の状況

国外では朝鮮半品、 中国、 樺太、 チベットなどに分

布、 国内では北海逍、 本州、 四国、 ）し州、屋久品まで

広く分布する。

県内全域に広く分布し、 個体数も多いが、 神戸市西

部などでは個体数が少なく、 全く見られない地域もあ

る。

・生

主な食餌植物であるタネッケパナやヒロハコンロン

ソウ、 イヌガラシなどが河川敷に生育しているため、

河川、渓流及びその周辺に多く、 主に山麓部から山地

にかけて生息する。 山道で見られる白いチョウはほと

んどが本種である。 山間部や集落周辺の耕作地でもよ

く見られ、 市街地周辺でも見られる。

工ゾスジグロシロチョウの生息地が標莉400m以下

の低地がほとんどであるのに対し、本種の生息地は400

m以上の高地も多い。

標高

1000m以上

900-1000m

800-900m

700-800m

600-700m

500-600m

400-500m

300-400m

200-300m

100-200m

0-100m 
I!

゜ 5 10 15 20 25 30 35 

箇所数

スジグロシロチョウの垂直分布
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スジグロシロチョウ

■ 生態

嘩の発牛国
3月下旬からLO月にかけて年4回から5回発生する。

第1回の成虫の発生期間が長期に及び、3月下旬から見

られ、4月中旬には第L回目のヒ
゜ー クとなり、5月上旬ま

で個体数は多い。第2回は6月上旬から増加し、6月下旬

から7月上旬がヒ
°ー クとなる。 第3回は8月上旬に明確な

ピー クがみられ、9月下旬に第4回目のヒ
°ー クがみられ

る。

世代ごとに産卵時期が長期間に及ぶため、異なる世

代が重複して発生し、県南部で春早く生まれた個体の

子孫の一部は年5回発生している可能性が極めて闇い。

【マーキングによる行動調査】
姫路市夢前町熊部において1985年4月28日から5月3

日にかけて本種の行動調査を行った。

姫路市夢前町熊部は林縁と畑地の境に谷筋があり、

この谷筋をスジグロシロチョウが次々と通過しており、

蝶道があるのではと思われたので、マーキング調査を

行った。 この地点で37頭マ
ー クしたが、再通過したのは

6頭で、決まったコ ースを飛ぶという習性は見られなか

った。
また、 この谷に近接した畑地を明るさ、 利用形態な

ど環境の異なる6区域に分けてマ
ーク調査を行っt� ス

ジグロシロチョウは環揉に対する適応力は強く、 同一

個体が明るい地点、暗い地点とあらゆる環境で活動し、

活動範囲も広く、マ
ー ク地点から最大で900m離れた地

点で 再捕獲された。

同じ場所で生息するモンシロチョウは、明るい場所

だけで 活動し、活動範囲もせまいのとば対照的である。

【なぜ力V少ない神戸市西部地域】
本は県内に広く分布し個体数も多いが、 神戸市西

部では少ない。神戸市中央区諏訪山公園では5 ヵ年間で

モンシロチョウを6917頭確認されているが本種はわず

かに5頭であった。また西区伊川谷町寺谷の/V-トセン

サスではモンシロチョウ106頭確認したがスジグロシ

ロチョウはわずかに1頭であった。西区岩岡町の/V-ト

センサスではモンシロチョウを3800頭確認したがスジ

グロシロチョウは確認出来なかった。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

(77・汁科）ヒロハコンロンソウ，イヌガラシ，オオバタネッケパナ，

ケジャニンジン，スズシシロソウ，セイヨウカラジナ， ダイコン億

§fl)

hの吸蜜植物】
県内で観察された吸蜜植物は次のとおりである。

（ツッシ科）コゴメツッジ，（パラ科）キイチキゴ， スモモ， サクラ，

ユキヤナギ，（プドウ科）ヤプガラシ，（ミッパウツギ科）ミツパウッ

ギ，（フジウツギ科）プッドレア，（クマッズラ科）ランタナくピンク・

橙＞．（アプラナ科）ヒロハコンロンソウ， ナノハナ， ダイコン， オ

オバタネッケバナ，セイヨウカラジナ，（キク科）夕Zポポ， ノアザ

ミ，ヒメジョオン，センダングサ， アメリカセンダングサ，ヒヨドリ

パナ，（マメ科）ソラマメ，ェンドウ，レンゲソウ，（ムラサキ科）ホタ

ルカズラ，（キンポウゲ科）キンポウゲ，（サクラソウ科）オカトラノ

オ，（スミレ科）オオタチッポスミレ，（シソ科）オドリコソウ， カキ

ドウシ， ウッポグサ，（カタパミ科）ムラサキカタパミ，（ユキノシタ

科）ウツギ

スジグロシロチョウの周年経過
発生値体数
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モンシロチョウ

1 9 モンシロチョウ
(Artogeia rapae crocivora) 

■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、中国、樺太からヨ ー ロッパ、北ア

メリカ、 オーストラリアと世界の広い範囲にに分布し、

国内でも全土に広く分布し個体数も極めて多い。

県内のほぽ全域に分布し、 個体数も多い。

・生

アプラナ科の栽培種を主な食餌植物としているため、

これらを栽培している農地周辺は特に個体数が多いが、

河川敷、荒れ地、 集落周辺、 市街地の花墳や公園など

あらゆる環境で見られる。

主な生育場所が農地であるため、 耕し、 刈り払い、

薬剤の散布、 水没、 火入れなど常に生即也は破壊され

るという不安定な環境であるが、 旺盛な繁殖力で個体

数を維持している。 近年はキャベツなどの野菜類を植

栽しながら、 途中で放置され、 本種が大発生している

畑をよく目にする。

■ 生態

【成虫の発生回数】
3月中旬~11月にかけて年に 6回程度発生する。

成虫は3月上旬から発生を始め、 第1回目のヒ
°
ークは4

下旬、第2回のヒ
°
ークは6月上旬でその後は個体数が減少

し、 8月には個体数は最少になるが小型の 第3回目の成

虫が見られる。

9月上旬から個体数は増加を始め、4回目、 5回目、 6

回目の世代が重複して発生し、 10月から11月上旬にか

けて長期間のヒ
°

ークがみられ、12月中旬には終息する。

しかし、松井安俊•松井英子 (1985) によると、千葉県

北部で1984年12月20 日にタネッケバナを摂食虫の終令

幼虫を発見したり、1985年 1月20 日に野外で蛹化し4月5

日にメスが羽化した例もある。 また、 1978年長野県塩

尻市にて1月下旬にフユナを食する幼虫を観察された

こともあり、本種の休眠についても課題を残している。

成虫の早い記録と遅い記録は次のとおりである。

早い翫混

翌岡市弥栄町 3-ill-1979木戌司

神戸di中央l匁即:illl 8-ill-1998 11117福品

神戸市須磨区須磨寺lex 3-ITT-1967山本旧防

72 

遅い記録

芦屋市精迦町 lr:JI 26-Xll-1知西陥lム四

神戸市函区制罪J5exs 12-X Jl-1999近藤伸一

姫路r閉嘩 lex 17-Xll-1切8広炸敦巳

【1999年の観察】
神戸市西区岩岡町の水田地帯で約8kmのルートを定め、

定期的に観察を行った成虫は3月下旬から12月中旬ま

で見られ、 1年間に延べ3800頭を確認した。 発生のヒ·­

クは3回目までは個体数のピークがみられるが、4回目

以降は世代が重なり、世代毎のヒ
°
ークは明らかでないが、

少なくとも 6回は発生しており、7回目の個体の発生も

可能性がある。

1回目の発生
4月中旬には個体数が増加し交尾も見られ、 4月下旬

に個体数がヒ
°
ークとなる。 5月上旬には個体数が減少、

中旬にはほとんど見られなくなる。

1回目の発生

5月下旬には新鮮な個体が発生し、 交尾も見られた。

月の終わりには更に増加し、6月上旬の個体数は年間を

通じ最大となる。 中旬には飛び古した個体が目立ち、

下旬には更に減じた。

3回目の発生
7月上旬にやや小型の新鮮な個体があらわれ、10 日に

は個体数がヒ
°
ークとなり交尾も見られた。中旬には発生

地から離れた人家周辺の花壇などで見られるようにな

り、 下旬から8月にかけて個体数は減少した。

4回目の発生
8月下旬には少ないながら新鮮な超小型の個体が見

られるようになる。9月上、中旬と相変わらず個体数は

少なく、 畑に新鮮なキャベツの苗が植栽されているの

に見られない。

5回目、6回目の発生
9月下旬は2箇所のキャベツ畑で新鮮な個体が各10頭

ほど見られ、5回目の発生の兆候と思われた。 10月上旬

には広い範囲で新鮮な個体が見られるようになり、 中

旬、 下旬と個体数を増しt4

11月上旬に新鮮な個体が急増し、 畑、 人家周辺など

あらゆる場所で見られるようになる。 中旬にも新鮮な

個体が見られ、 交尾も観察された。 下旬までは数多く

見られたが、 12月に入ると激減し下旬には見られなく

なった。

年の・拡散について】
山口福男氏の神戸市諏訪山公園での観察によれば、

春から夏はマークした個体は再捕獲出来ないが、晩秋は
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あまり移動しないようで、 飛来してくる個体の半数近

くがマー ク虫であることもあり、7日前にマー クした個体

も確認されている。 また、姫路市夢前町熊部において

1985年4月28 日から5月3 日にかけて本種の行動調査を

行った結果は次のとおりであった。

調査は、 谷筋、 畑地、 明るさ、 利用形態など環境の

異なる7区域を分けてマーク調査を行った。 92頭をマー

クして放したが、 行動範囲は狭く、76%が放した区域

内で再捕獲された，また区域外へ移動した残りの24%

の平均移動距離は185m、 最大は460mであった。 また

活動する区域は、 明るい場所に固執し、 少しでも暗い

場所へは全く行かなかった。 同じ場所で生息するスジ

グロシロチョウ がどんな環境でも活動するのと対照的

であった。

【交尾の観察】

1999年⑬車戸臆臨岡町で⑬麟では、 交尾の時閉

帯としては12時から13時ごろにかけて多く観察され、 交

尾飛翔形態としては下記のとおり←d'+早が全てであっ

た。

22-V-1999 12:'15←ふ十 'f. ·I O-Vll-1999 11 : 50 .,JI+ i

10-Vll- 1999 M : 00←＋年・M-X 1-1999 13: 00 •-r:l'十9

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

（アプラナ科）アプラナ，タカナ，カプ，イヌガラシ，キャペッ． ハポ

タン，クわすメ．マメグンパイナズナ

年の吸蜜植物】
神戸市西区での一年を通じての吸蜜植物については、

次のとおりである。

春はハルノノゲシ、 セイヨウタンポポ、 カンサイタン

ポポが主要な吸蜜植物で、初夏はキャベツの花、5月下旬

から6月上旬はプタナが中心で、 ハクサイ、 その後にヒメ

ジョオン、 ムラサキツメクサ、 コモチマンネングサなど

が加わる。

7月中旬頃からは吸蜜植物がほとんどなくなり（カタバ

ミ、 シロツメクサ、 セイヨウタンポポがわずかに利用さ

れている）人家の花境の花に集まるようになる。

9月に入るとニラ、 ノゲシ、 カタバミその後セイタカア

ワダチソウ、晩秋にはアメリカセンダングサ、 キクなど

が主要な吸蜜植物であった。

県内で観察された吸蜜植物は次のとおり多数に上る。

（スイカズラ科）アペリア （ユキノシタ科） ウツギ，（クマッズラ科）

ランクナくピンク・橙＞， コバノランタナくピンク＞，（トウダイグ

サ科）アカメガシワ，（ユキノシタ科）アジサイ，（フジウツギ科）プッ

ドレア， （キク科）ヨメナ， シオン，Iレドペキア， ヒャクニチソウ＜

n・黄赤＞， ゴボウ， ニガナ， アピチギク， ヒメジョオン， セイタ

カアワダチソウ， アキノノゲシ， セイヨウタンポポ， キクくビンク

＞， ハルノノゲシ， マーガレット， アキノキリンソウ， ノアザミ， カ

ンサイタZポポ， プタナ，ガー芍反：黄＞， アメリカセンダングサ，

センダングサ，メラZ兌ンュウム＜黄・白＞， コスモスくピンク＞マ

リーゴ—Iレド，（オミナエシ科）オミナエシ，（キカ氏クゲ科）キ�ウゲ，

（アプラナ科）ナノハナ， キャベッ， イヌガラシ， ダイコン， セイヨ

ウカラジナ， ハクサイ，（フウチョウソウ科）クにオメ，（スミ冴斗）

バンジ<(l, 紫＞， ピオラ，（ウリ科）スイカ， キュウリ， ウリ， カ

ポチャ（イソマツ科）スターチス，（シソ科）タイム，ウッポグサ，（スペ

リヒユ科）スペリヒュ，（カタパミ科）カタバミ，（ミソハギ科）サルス

ペリ＜赤介＞，（ヤマゴポウ科）ヨウシュヤマゴポウ， （ヒユ科）ケイ

トウ，（セリ科）ヤプジラミ，（フウロソウ科）アメリカフウロ，（マメ

科）シロツメクサ， ミヤコグサ， ムラサキツメクサ， コモチマンネ

ングサ， ソラマメ， エンドウ， レンゲソウ，（タデ科）ソパ， ミゾ

ソパ，（キツネノマゴ科）キツネノマゴ，（ゴマノハグサ科）オオーイヌノ

フグリ，（ユリ科）ネギ， ニラ，（サクラソウ科）オカトラノオ，（プナ

科）クリ

モンシロチョウの周年経過

発生個体数
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■ 分布の状況

国外では朝鮮半島、中国に分布する。国内ではl頃�ヽ

本州、 四国、 九州、屋久島に至広い図或に分布する。

県内のほぼ全域に分布するが、大都市や市街地周辺で

は減少が著しい。

・生

山地から山麓にかけて田畑、渓流、草地などに多く見

られ、平野部でも河川敷やその周辺の田畑などでは個体

数も多い。但馬でば毎岸近くでも見られる。近年は船落

周辺で激減している。

■ 生態

じの発生回数】
3月下旬-----5月にかけて年1回発生し、 4月下旬が発生の

ヒ°
ークとなる。

【幼虫の食餌植物】

県内で確認された食餌植物は次のとおりである。

（アプラナ科）ハクサンハタザオ、 オオバタネッケバナ、 セイヨウ

カラジナ、 ジャニンジン

佳の吸蜜植物】
県内で蜆察された吸蜜植物は次のとおりである。

（マメ科）レンゲソウ，（ケシ科）ムラサキケマン，（アプラナ科）クネ

ッケバナ， ナタネ，ハボタン， ハナナ， ダイコン（キク科）夕Z和R、

（フウロウソウ科）オオイヌポフグリ、（ッツジ科）ツッジ類

【蛹について】
通常は蛹化した翌年の春に羽化するが、 蛹化してす

ぐに低温処理し、8月下旬に通常の気温下に戻した結果、

9月23日に羽化した例もある。

また、 北條善ー(1985)によれば山梨県早川町産の本

種を1981年5月23日に採集飼育したものが3年後の

1984年に羽化した例、同じく1981年に採集したものが2

年後の1983年に羽化した例がある。

ツマキチョウの周年経過

発生個体数
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ジャニンジンにp£卵するツマキチョウ

di川町臼蒻1999年4月2511

和三郎氏によると、 198岬代に飼育した姫路市夢

前町菅生澗産の蛹70頭のうちの10頭が翌春羽化しなか

った。 この10頭は、 2年後の春に8頭が羽化、 3年後に2

頭が羽化しt� これらの10頭はすべて雌であった。

7'1 


	13モンキチョウ057
	13モンキチョウ058
	14ツマグロキチョウ059
	14ツマグロキチョウ060
	15キチョウ061
	15キチョウ062
	15キチョウ063
	16スジボソヤマキチョウ064
	16スジボソヤマキチョウ065
	16スジボソヤマキチョウ066
	16スジボソヤマキチョウ067
	17エゾスジグロシロチョウ068
	17エゾスジグロシロチョウ069
	18スジグロシロチョウ070
	18スジグロシロチョウ071
	19モンシロチョウ072
	19モンシロチョウ073
	20ツマキチョウ074



